浅野ゼミ・公開講演会　＜事前申込不要・入場無料＞


日時：2011年7月5日（火）18時半～

場所：同志社大学今出川校地
新町学舎臨光館207番教室（R207）
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1962年、東京生まれ。マスコミ、金融界を経て、90年より環境問題の解決をライフワークにする。92年、ブラジルのリオで開催された国連開発環境会議でNGO条約の作成に関わる。97年より南房総の山間地にハーモニクスライフセンターを開設し、自給的な暮らしを始める。環境・平和・自然療法・911事件・ローフード・非暴力コミュニケーションなどをテーマに書き、話し、訳し、企画する。311原発震災以降、脱原発とエネルギーシフトを目指して活動中。著書に『テロと戦争詐欺師たちのマッチポンプ』、訳書に『戦争中毒』『テロリストは誰？』『911ボーイングを捜せ』『一本の樹が遺したもの』他多数。イタリア映画『ZERO：9/11の虚構』日本語版ディレクター、東京平和映画祭・グローバル・ピース・キャンペーン・「つなぐ光」の発起人。現在、ハワイ島にエコビレッジ創設準備中。
主催：同志社大学社会学部メディア学科・浅野健一研究室

お問合せ：同志社大学社会学部メディア学科浅野研究室　担当：長畑雪香（浅野ゼミ３回生）
電話：075-251-3457｜FAX：075-251-3066（学部共用）｜メール：asanokenichi@nifty.com
グローバル・ピース・キャンペーン　2001年9月11日直後に「大変なことが起きた。でも戦争でテロは解決しない」と感じた日本のきくちゆみ、米国のノリ・ハドルとトム・アトリー、英国のポール・スワンの4人が立ち上げた。目的は、「テロとの戦い」という名目で行われている戦争に変わりうる平和的解決方法を探すこと。人びとに訴えようと、米主要紙などに平和広告を掲載。





『戦争中毒』　アメリカが戦争をするのは、正義のため、民主主義のため、自由のため？　『戦争をなくしたい』『平和な地球を創りたい』という方へおすすめ。ジュエル・アンドレアスの描いた痛快なコミック『戦争中毒』の日本語版。この本を読めば、アメリカがいかに戦争を繰り返してきたか、それは何のためだったのか・・・その答えがわかる。








